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権，高率固定賃貸借料などである。以上についてはさしあたり， J. U. Nef， The Rise of the Brit‘ 
ish Coallndustry， 1932， vol. 1， pp.133-40; R. L. Galloway， Annals of Coal Mining and the 
Coal Trade， 1898 (reprinted in 1971) vol. 1， chs. iv-x ; do， A History of Coal Mining in Great 












〔事例1J 1447年の，ダラム小修道院長 thePrior of Durhamの，タドホ




















生) この事例については， 以下断わりのないかぎり， Galloway， op. cit. (1898)， pp. 69-70， 74; 
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はそれをそのままにしておくこと。
坑の稼行についての条件は，上記以外トヮリノレスデンでのリースと同一。
〔事例2J 1478年のダラム司教のサ・ウィリアム・ユア SirWil1iam E ure 





















坑と排水通洞を連結する作業であった。 Cf.L. Stone，‘An Elizabethan Coal Mine'， Econ， 
Hist. Rev. 2nd ser.， voL 3， no~ 1， 1950-1， p.98. 
6) この事例については，以下断わりのない限り， Nef，φ. cit.， pp. 137-9; Galloway， op. cit. 

























北部のウィッカム Wickham，ゲイツヘッド Gatesheadを中心とするタイ γ河
7) Cf. Galloway， op. cit. (1898)， pp. 72-3. 
8) Cf. J. S.Roskell， The Commons in the Parliament 01 1422， 1954， pp. 75， 178， 179.この炭
鉱群の借受人にユア以外の名前が登場するのは1485年である。ところで‘Eure"はギャロウェイ
によれば，鉱石oreと同義であり，このことはユア家が，この地域で，鉱山業と深い関わりを有
して地位を築いてきたことを示唆するものである。 Cf.Galloway， op. cit. (1898)， pp. 54，72.73. 
9) Cf. ibid.， chap. 4-7，森本前掲論文60-62ペー ジ。
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第1表 1461年ダラム司教の南ダラム Raley坑直接稼行の記録
的標準稼行日







稼行6日 8週 140ch. 2q. 4bs. x 8週 25s. x 8週
5日 8週 117ch.Oq. 6bs. x 8週 20s.lOd.x 8週
4日 5週 93ch.3q. Obs. x 5週 16s.8d. x 5週
3日 1週 70ch.1q.2bs.x 1週 12s.6d. x 1週
稼行日計 111日 計2601ch.2q. 2bs. 計.t232s. 6d. 
この稼行の収益として， .t41 14s. 2d.が司教の収入役に納入された。
c) その他経費および自家消費
木材の切り出し，支繰，蝋燭・ロープ・炭寵・選炭木枠・手押し車の購入
計.t67s. 5d. +α 
可教の消費のためにオークランドヘ送られた石炭38ウェインロード












ヨー クは完全にニュー キャスル炭の市場であったという。 Cf.Galloway， ibid.， pp. 73， 102. 
174 (174) 第145巻第1・2号
第2表 1461年ダラム司教の南ダラム Raley坑直接稼行における収支
総出炭価額 .-B73 148. 9d. +α 坑夫支払い .-B23 28.6d. 
石炭販売高 .-B71 48.1d. +α その他稼行費 .-B 6 78. 5d. +α 
司教自家消費 .-B 2 108.8d. 司教自家消費 .-B 2 108.8d. 
(38wainload) (38wainload) 
収入役へ納入 .-B41 148.2d. 
計 .-B73 148. 9d. +α 計 .-B73 148. 9d. +α 
Victoria County History. Durham， vol. 2， pp. 324-5より作成。
司教自家消費分の価額は， wainload=17.5cwt， wainload当たり炭価ls.4d.として計算。

















鉱リー スは， 5つの炭鉱にたいし.:E333 6s. 8d.の地代という， リース全体の規模だけでなく
個々の炭鉱の規模も，本稿でとりあげた事例のそれを大きく上回るものであった。 Cf.ibid.， pp. 
44-5，砲に田中前掲書204ページ，森本轟『修道院の物資調達と市場J 1983年，第一章第三節
「北東部商業圏の概観J参照。
























































14) Nef， op. cit.， vol. 1，pp. .135-140 ;田中前掲書参照。


































グラモーガンシアのキノレヴェイ炭鉱 Kilvey Coal Mineでは， 1399年から
1400年にかけて石炭販売価額.:s26112s. 6d.にたいし，収入は.:s81ls. 6.25d. 
であった。後者の前者にたいする比率は3分の 1にすぎない。しかし，この
炭鉱では，坑口から波止場までの地上運搬費が稼行費の 3分の 1以上，実に











スコットラ γ ドのトクリ 7ラン炭鉱 TulliallanCoal Worksでは， 1643年
10月1日から 8日の 1週間y 石炭販売価額.:s1095s.にたいし稼行費.:s36ls. 
9d.，'差引収入.:s733s.3d.であった加。この数値はこのままでは使えない。稼
行費は坑口から埠頭までの地上運搬費と港湾の維持費を含み，石炭販売価額は
17) Cf. Gal1oway，。ρ.cit. (1898)， p.71. 
18) 以上については， cf. Nef，φ. cit.， vol. 2， Appendix K ，(i)， pp.. 422-3. 
19) 以上については， cf. Stone， op. cit.， pp. 102-4. 













の4分の 3，‘Great'Coalでチョルドラン当たり 5s.の水準に想定するo 固定
労働手段に関わる経費は，ここでとりあげる炭鉱で多くは石炭販売価額の10%
内外であるo したがって，この経営の場合も，この比率を10%とする。








20) CL Nef， op. cit.， vol. 2， Appendix K (ii)， pp. 4?8-30. 
21) ， Cf， .ibi，ムAppendixE(ii)， P.' 398-9.なお， 1643年の Tulliallanにおいてはチョルドラン
は20-25cw!:であったという。 Cf，ibid.， App~n~ix C， p.375. 
22) Cf.， ibid.， Appendix E(i)ぷb)，ι394.
23) Cf. ibid.， pp. 182-3， p.182 n. 9. 


























は，全国的におおよそ 1日12d.から 18d.の水準であったが， 1710-40年代には ls.6d.から
ls. 10d.へと上昇し，その後再び停滞したという。 Cf.T. S. Ashton & J. Sykes， The Coal 





? ? ? ?
地主直接稼行による炭鉱経営の収支比較
炭 鉱 稼年行次 石£炭販s.売価d額. % 流内そ£動坑の的夫他稼sへ行り経支d費払
% 固£定的s稼.行経d費. 5広 £差引純s.収入d. % 
〈坑口価格水準〉
Kil vey Coal Mine 1339 197 O 7.5 * 100 102 11 11.5 52.1 
(グラモーガンシア〉 101 19 5 51.8 13 7 1.75 6.8 81 1 6.25 41.1 
1400 12 6.5 0.3 
sA heC伍oael Mine at 
152 785 2 
425 13 O 100 141 17 8 33.4 
d Park 130 1 2 30.6 44 O 2.5 10.3 239 15 1.5 56.3 
〈ヨー クシア〉 11 16 6 2.8 
Tulliallan Coal 1643 82 1 3 * 100 25 1 2 30.5 
Works 22 1 8 26.9 8 4 1.5 * 10.0 48 15 11.5 59.5 
〈スコットランド〉 2 19 6 3.6 
Coal rPlgit1s 1in 1729 441 10 O 100 238 15 O 54.0 
Hollinghurst at 194 5 11 44.0 45 O O 10.2 157 15 O 35.8 Preston 1731 44 9 1 10.0 
(ヨー クシア〉
She伍eldPark に計お 45 10 100 15 8 34.2 
。〔ご〕算け例る1週間の損益 .. 13 9 30.0 -・ a・ .. 30 65.5 
1 11 4.2 
Hollinn自ghのu損rst計に算お 19 6 100 9 O 46.2 
例ける 1 益 .. 7 3 37.2 .. .. 10 6 53.8 







J. U. Nef， The Rlse 01 the Bri#sh Coal Industry， vol. 2， pp. 375， 394， 398-9， 422-3， 428-30; L. Stone，‘An Elizabethan Coal 


















〔事例2J の検討に移ろう o このリースにおいても，貸与された鉱区の稼行
は小規模分散的な生産過程によるものである。制限出炭量は，その大部分の集






で， 1. Blanchard，‘Labour Productivity and Work Psychology in the English Mining In-































































30) Cf. Stone， op. cit.， p.100-3. 
31) 本稿註8参照。
























イン河石炭独占 theCompany of Hostmen (17世紀)， Grand Allies (1727-'40)， the Limitation 
of Vend (1771-1844)は，その初発においてなによりもまず石炭商人の団体であり，その存在の
全期聞を通じて流通規制を重要な側面としていた。さしあたり，吉村前掲書第二章第一，二節，
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形式をも重層的・身分制的に整序されたものへと近づけるであろう加。その際，
実態的に行使される借受人の権利がいかなるものとなるかは，所与の封建的生
産関係における彼の地位に照応するものとなるoすなわち， 1447年のリースに
おいては借受人の地位は封建農民のそれに近づき，彼の土地所有への従属は多
かれ少なかれ領主としての鉱区所有者への封建的人格的隷属の側面をもたざる
をえない。他方， 1478年リースにおけるユアへの鉱区の委譲は，坑夫にたいす
る領主的支配権のたんなる委譲にとどまらず、領主権の承認へと近づき，彼の地
位は下級領主のそれに近づくのである加。
35) 逆にいえば，生産様式の変革は，定期賃貸借に上に述べたとは異なる意義を付与することにな
る。われわれがこれまで析出してきたところの生産様式は，ただ， リース契約がそれに適合的な
ものとして前提していたそれでしかない。現実にはリース契約の枠内ではあるが，資本主義的生
産様式の蘭芽的展開がありうる己その展開が支配的になるのに比例して封建的土地所有はその意
義を後退さ‘せ，小生産者たる坑夫の鉱区の付属物としての権利を否定する土地所有一一排他的土
地私有がそれにとってかわる。この基礎上では定期賃貸借の，封建的関係としては相対的に無内
容な形式は，過程の積粁として作用しうると同時にそれを表示するものとなる。松村幸一「イギ
リス農業における封建制から資本主義への移行の形態JIi歴史学研究』第251.252号1961年参照。
36) ユア家が富裕な領主でありかっダラム司教領での政治実務の重要な担い手であったことに加え，
ほぼ同ーの鉱区が同一人によって長期にわたって保有され続け，またリース契約に定める貸与人
の経営への介入権がかならずしも実行されなかったという事情は，このリースが事実上そのよう
な側面を含むものであった可能性を示唆するものである。
